
年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

契約者名 ㈱図書館流通センター ㈱図書館流通センター ㈱図書館流通センター

公告日 ２８年３月１４日 ２９年３月１３日 ３０年１月２９日

２８年３月１４日～
２８年３月２４日

２９年３月１３日～
２９年３月２１日

３０年１月２９日～
３０年３月２３日

１１日
（休日以外　８日）

９日
（休日以外　６日）

５４日
（休日以外３９日）

２８年３月１４日～
２８年３月２４日

２９年３月１３日～
２９年３月２１日

３０年１月２９日～
３０年３月２３日

１１日
（休日以外　８日）

９日
（休日以外　６日）

５４日
（休日以外３９日）

２８年３月１４日～
２８年３月２２日

２９年３月１３日～
２９年３月１７日

３０年１月２９日～
３０年３月２日

９日
（休日以外　６日）

５日
（休日以外　５日）

３３日
（休日以外２４日）

入札日 ２８年３月２８日 ２９年３月２４日 ３０年３月２３日

仕様書受領者
数

不明（ホームページ
から取得可能）

不明（ホームページ
から取得可能）

不明（ホームページ
から取得可能）

応札者数 １者 １者 １者

契約金額
（税込み）

2,743,200円 2,743,200円 2,743,200円

　　

一者応札検討シート

所属 長崎県立長崎図書館

担当
総務課

電話　０９５－８２６－５２５８

過去
の一
般競
争入
札の
状況

HP掲載期間

仕様書配布期
間

質問受付
期間

一般競争の名称

一般競争の種類 業務委託・物品・その他（ 使用契約 ）

新刊全件マーク等データベース使用契約

契約により行う事業
の概要

　　図書館システムの円滑な運用のための、新刊全件マーク他
　書誌データベースの使用



①契約（仕
様）条件の妥
当性の検討結
果

②周知のため
の取り組みに
係る検討結果

③仕様書の配
布の取り組み
に係る検討結
果

④他の主体に
よる実施の可
能性について
の検討結果

⑤継続的に実
施させること
の必要性・効
率性

⑥その他

審査結果

平成３０年 ６月 ８日

ア　次回当該委託を実施する場合は、本シートを公表する。

検討
内容

　図書館流通センターのほかにも取扱業者があるため、他業者参入
の可否を検証する意味ももちながら平成２５年度から一般競争入札
へ移行したところである。
　平成２７年度まで一者応札が続いたことから、平成２８年度から
データ形式の変更等の仕様の見直しを図ったが、平成２９年度まで
一者応札となった。
　平成２９年７月３日の随意契約適正化推進協議会の審査におい
て、周知の改善を図るなどし一般競争入札を継続することとなった
ため、平成３０年度分の入札においては公告期間を長くし、目立つ
ように表示するとともに図書館及び県のホームページに掲載するな
どの周知の拡大を図ったが、一者応札という結果であった。
　なお、今以上の仕様変更は困難な状況である。

　県及び県立長崎図書館のホームページで掲載を行い、周知を図っ
ている。

　公告するとともに県及び県立長崎図書館のホームページからダウ
ンロード可能である。

　新しい図書館では県と大村市が共同で設置・運営することとして
いるが、県と市が連携するには登録区分等の内容及び検索結果の同
一を図る必要があり、既存データとの整合性を確保する必要もある
ことから、これまで以上に困難であると思われる。
　また、次回契約は、単年度契約から５年間の複数年契約に変更す
る予定であるが、既存データ（図書館作成分含む）の形式をすべて
変換するための作業量やそのためのコスト負担が大きく、他業者の
新たな参入は難しいと考える。

　県立図書館としての信用の観点から、回答内容の統一を図るため
継続的に実施が望ましい。他者のマークへ変更する場合、適切な利
用者対応（レファレンス）を行うには、県・市ともにこれまでの
データとこれからのデータの整合性について全点検証が必要とな
る。

　新刊全件マーク等データベース使用とは、新刊資料を迅速、正
確、普遍に登録するため書誌情報等の提供を受けるものである。
　現在県立図書館及び大村市立図書館は図書館流通センターのマー
クを使用しており、両図書館のデータは図書館流通センターの分類
方法を主としている。
　分類方法を変更するとした場合、既存データの修正及び資料貼付
ラベルの変更、配架の変更が県・市それぞれ生じること、既存デー
タとの整合性確保のため関連データとの検証を行わなければならな
いこと、県内各市町立図書館が県立図書館の分類を参考に登録した
データとの差異が生じること等から、費用及び時間を要し県市との
連携に支障をきたすこととなる。

審査年月日


